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2026年 8月 3日 

GW2050 PROJECTS 推進協議会 

 

 

GW2050 Global MBA Program 始動 

～沖縄から世界へ。 未来を担う経営人材を～ 

 

  

 GW2050 PROJECTS 推進協議会（以下「GW2050」）は、沖縄の構造的課題を自立的に

発見し、沖縄およびアジアのビジネス環境を見据え、沖縄の経済発展を担う次世代ビジネスリーダー

の育成を目的として、「GW2050 Global MBA Program」の実現に向けた取り組みを開始します。  

 このたび GW2050は、台湾を拠点にグローバルに金融サービスを展開する台湾の大手金融グルー

プ CTBC Financial Holding の運営する学校 CTBC Business School と基本協定を締結い

たします。また、新規事業創出支援や次世代経営人材育成のパイオニアであり、国内初のオンライン

ＭＢＡ大学院を設立した実績を持つ株式会社 Aoba-BBT と連携し、2027 年 2 月開校に向け

て、プログラム開発・運営体制の構築を進めてまいります。 

 

 

 1. プログラムの概要 

実施体制：GW2050 PROJECTS 推進協議会（全体監修、沖縄プログラム企画） 

CTBC Business School（実施主体、MBA資格認定、国際経営プログラム企画） 

Aoba-BBT（オンラインプラットフォーム提供、経営プログラム企画支援） 

開校時期：2027年 2 月予定 

就学期間：２年間 

資格認定：Master of Business Administration (CTBC Business School) 
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2. 主な特徴 

⚫ 沖縄独自の学び（沖縄特論） 

沖縄経済の発展を支えてきた経営者や各業界の第一人者等を講師として招き、沖縄経済

の歴史や成長の歩み、重要な経営判断や政策決定の背景について学ぶ。また、受講生は

講義を聴くだけでなく、実際の経営課題を題材としたケーススタディやディスカッションに取り組

み、経営現場に触れながら学ぶ 

⚫ アジアをリードする実践力を活かしたビジネス教育 

CTBC の教育・産業ネットワークを活用し、世界で通用する視点を養成。経営戦略、ファイナ

ンス、マーケティング、 リーダーシップ等を体系的に学ぶ 

⚫ 実践型プロジェクト：企業・地域等と連携し、課題解決型プロジェクトを展開 

⚫ オンライン×対面：社会人が働きながら学びやすい柔軟な学習環境を整備 

 

【連携機関の概要】 

機関名 概要 本プログラムでの役割 

CTBC 

Business 

School 

台湾を代表する金融グループである CTBC Financial 

Holdingを背景に設立されたビジネススクール。 国際ビジ

ネス、経営戦略、金融、イノベーション等の実践的な経営

教育を展開し、台湾およびアジア地域に広範なネットワー

クを有する。 

実践的なカリキュラムの提供、国際的な

学習機会の創出、海外ネットワークとの

接続を担う。 

株式会社 Aoba-BBTは CTBC とともに 

オンライン学習基版（AirCampas®等）

の提供検討、コンテンツ・プログラム開発・ 

運営支援として協力します。 

 

 

【添付資料】 

・別紙 1：プログラム内容 

■お問い合わせ先 

   GW2050 PROJECTS推進協議会 事務局 

   Mail：contact@gw2050.okinawa 


